
区　分

期間
4月1日～6月28日
6月29日～7月10日
7月10日～11月6日
9月23日
11月7日～12月26日
1月1日
1月10日～3月末

地域課題の抽出方法や企画立案の評価

  事業の公益性・実効性・効率性の評価

                                               など

内　　容

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

①　「潟ツーリズム研修会」への参加
　　＜第1回＞
　　　日にち　7月17日（水）
　　　場　所　水の駅「ビュー福島潟」
　　　テーマ　ラムサール条約を活用した持続可能な地域づくりについて
　　＜第2回＞
　　　日にち　2月13日（木）
　　　場　所　阿賀野市コミュニティセンター　瓢湖憩の家
　　　テーマ　エコツーリズムの手法を用いたまちづくりについて

テーマ・事業名
潤いの福島潟創出事業
【事業費予算　1,000千円】

事業目的・概要
北区の潟の魅力を広く発信し区民の理解を深めるとともに、福島潟のラムサール条約登録推進
に向け、広く周知を図る。

①　「潟ツーリズム研修会」への参加
　　　ラムサール条約湿地の「瓢湖」及び環境省選定ラムサール条約湿地潜在候補地の「福島
　　潟」を観光資源として有効活用を図り、交流人口の拡大を目指す「潟ツーリズム」について情
　　報共有することで、ラムサール条約についての理解を深めることができた。

②　啓発パネル巡回展示、パンフレット配布
　　　平成30年度に作製した、ラムサール条約登録啓発パネル及びパンフレットを区内のコミュニ
　　ティセンターや、人が多く集まるイベント等で展示・配布することで、普段は潟に触れる機会の
　　少ない方にもラムサール条約について知ってもらう機会となった。

③　北区ふゆっこまつりでのPRブース出展　（中止）
　　　子どもにとって親しみやすい缶バッジ作成体験ブースとすることで、親子連れなど、普段は
ラ
　　ムサール条約に関心を持ってもらうことが難しい年代にも、ラムサール条約について考えても
　　らう機会となるよう工夫した。

事業の評価

区自治協議会提案事業　事業評価書

北区自治協議会

②　啓発パネル巡回展示、パンフレット配布
場所 備考
ビュー福島潟　6階展望ホール

③　第12回北区ふゆっこまつりでのPRブース出展　（中止）
　　日 時　2月23日（日）
　　場 所　新潟医療福祉大学
　　内 容　啓発パネルの展示、パンフレットの配布、啓発缶バッジ作成体験コーナー

備考

北区文化会館　ロビー
ビュー福島潟　6階展望ホール
ビュー福島潟　6階展望ホール
葛塚コミセン　1階ロビー
豊栄南運動公園屋内GB場
木崎コミセン　ロビー

※各施設　平均来館者数
　・ビュー福島潟　1,896人/月（有料エリア）　・北区文化会館ロビー　2,535人/月（6～7月）
　・葛塚コミセン　2,943人/月　・木崎コミセン　1,036人/月

菜の花時期、GW
7/1　自治協研修会

北区元旦歩こう会（参加者数533人）


